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第 2 部 グループセッション                    
「共通テーマ部会 A における分科会が果たす役割」           
【建物付帯設備分科会】 
楠 浩一（建物付帯設備分科会 会長/ 東京大学地震研究所 教授） 

 
 

 建物付帯設備分科会会長を務める東京大学地震研究所教授の楠浩一氏は、同分科
会において、感震ブレーカーなどの既に建物の中に入っているセンサーを利用し、
IoT 技術によってデータを集めることで巨大地震災害対応に資する方法を具現化
するための議論を行なっていると説明しました。 

 楠氏は、感震ブレーカーのメリットについて、建物に 1 台を設置するだけで、そ
の地点の揺れの大きさが高精度で分かることや、さまざまなセンサーを追加するこ
とで、病院や避難所などの拠点となる建物の継続使用性を直接的に判断できると説
明。サブプロ（c）を中心に開発しているセンサーを使った被害判定手法の実用に
ついて国土交通省の外郭団体と協議を始めているほか、サブプロ（b）とサブプロ
（c）の成果の連携による震度分布イメージの具現化、さらには社会への還元に向
けたサブプロ（a）との連携の必要性にも言及しました。 

 楠氏は、感震ブレーカーによって取得できるデータからさまざまな計算が可能な
ことから、これらのデータを 1 カ所に集約し、災害対応に活用できるとの考えを示
しました。たとえば、通電火災を防ぐために、感震ブレーカーが自動的にブレーカ
ーを落とし、代わりに非常用の電源を起動させる仕組みや、被害状況を建物のオー
ナーや住民等に即座に配信するといった仕組みも可能と述べました。最後に、そう
したデータの保有者の分科会参加や、データ利用者の立場からのアイデア提案を歓
迎していることをアピールしました。 
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